
 

  

 「親として、指導者として受験を振り返ってみる」 

副校長 吉田 昇 
 

私事にはなりますが、今春我が子が高校を卒業します。もう手を離れると思うと少し寂しい気持ちもし

ますが、今は進路も決定し一安心といったところです。彼は小学校２年生から野球を始めました。父親の

影響かもしれませんが、決して私自身強制したわけではありません。幼い頃から父親の部活動の現場に連

れられ、そのときの保護者様にグラウンドで面倒を見てもらい、地域とともに育てていただきました。学

力の向上には苦戦しましたが、中学３年生の引退後はグングン力をつけていきました。結局彼の受験は３

戦２勝の成績で第一志望校には不合格で終わりましたが、学校選択は最後まで悩みに悩んだ結果、自分で

結論を出しました。 

さて、高校生活はというと、必ずしもバラ色ではなかったかもしれません。高校野球では結局一度もベ

ンチに入ることすらできませんでしたが、それでも周囲の仲間に恵まれ、３年間辞めずに続けられたこと

は今となってはよい人生経験となったはずです。高校卒業後の進路についても自分で決めさせました。こ

れも何も親は言っていませんが、４月から都内の教育系学部の大学に進学します。人生これからです。 

我が子の受験について親として述べてきましたが、私自身、指導者としてたくさんの生徒を受験指導し

てきました。経験として言えることは、受験は人生の節目として悪いものではないということです。目標

を掲げ、それに向かって努力する。大人は子どもの成長を厳しくも見守る。受験期、多くの子は親への感

謝を感じています。そして高校受験のよいところは、反抗期を迎える子も多いこの時期に、親子で、また

第三者である学校の担任と話す機会があることです。異年齢の世代と関わることは子どもにとって人生

の選択肢を増やす大きなチャンスです。子どもの進路について真剣に考える進路指導は、中学校が最も大

切にしていることの１つですが、結果として受験が期待通りではない結果に終わることもありましょう。

でもこの経験は今後の人生の糧になるはずです。実際、部活動引退後いきいきと青春を謳歌している我が

子からは、投げやりな言葉は一切ありません。受験という人生の節目で、自分で進路を決定した結果、自

分で一歩を踏み出したからだと思います。正解は、ゴールはあるとすれば、それはもっと先にあるはず

で、それは彼自身が自分で見つけてくれると信じています。 

先日、成人式を祝う会に 20 歳の代の教え子たちに招待されて行ってきました。みんな成長して立派

になっていました。この仕事は、そんな成長も見られる尊い職業です。中学生になってから、生徒が生活

の中で学ぶ１つ１つは全て自らの進路（キャリア）につながっています。ためにならないことは１つもな

いと思います。学業だけでなく、集団生活の大切さやときには難しさを学ぶ場ともなりましょう。そして

今まさに受験生活を迎えている３年生にとってはここからが正念場です。体調管理に気を付けて、しっか

りとした準備をして試験当日を迎えてください。頑張れ一中生！ 
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「すごしやすい学校」を創る日について 令和７年１月１８日（土） 

朝の寒さが身に染みる土曜日の朝、真っ青な空のもと、

生徒会朝礼が校庭にて実施されました。生徒会から、現会

長の戸田君、前会長の山本さんが実施までの経緯を説明し

ました。登校から様々な服装での姿が見られましたが、

TPOを考えて各々が行動すること、それは主体的に行動

することの大切さを身に付けることを学ぶ場が提供される

場でありました。３時間の短い学校公開日でしたが、いつも

以上に表情の明るい生徒がいたような気がします。 

 

作品展覧会が開催されました 令和７年１月１８日（土） 

 前日から生徒、教職員、PTA本部の皆さんにお手伝いを

いただいて開催されました。各学年の LIFEについては説

明動画、また、教科については３年社会科、技術科、家庭科、

美術科にて主に出展されました。Ｋ組も木工をはじめとして

様々な作品が展示されました。部活動では、華道部やホー

ムメイキング部、美術部等の作品が見られました。サポート

ルームの作品も展示され、非常に多彩な内容となりました。

最後の片付けも、生徒が主体となって一生懸命に取り組ん

でいるのが印象的でした。 

租税教室が開催されました 令和７年１月１８日（土） 

３年生の授業では、３名の税理士の方にお越しいただき、楽

しく税について学習することができました。身近にある消費税

について考えましたが、高福祉国家であるスウェーデンは税率

25％と紹介され驚きでしたね。しかし、もっと驚いたのが、現

地の人は「支払う」という感覚ではなく、「預ける」という感覚

だという点でした。税負担は大きいですが、医療費や教育費な

ど、その多くはサービスに利用されるという利点も学びまし

た。そして今回の授業で最も大切なことは「自分の意見をしっ

かり言える人になること」でした。納税者として主権者として

主体的な生活を送る姿勢を身に付けることが何より大切なのですね。  
 

【２月の主な予定】 

２月３日（月）全校朝礼 

２月４日（火）中央委員会 

２月５日（水）②カット 部活再登校 16:30～ 

２月７日（金）⑤⑥避難所開設訓練(2) 

２月１０日（月）３年⑤⑥カット 私立一般入試 

          中学校説明会 13:45～15:20 

２月１２日（水）専門委員会 

２月１７日（月）生徒会朝礼 安全指導 

２月２１日（金）３年⑤⑥カット 都立一般入試 

２月２７日（木）・２８日（金）期末考査 

１月２６日（日）からの都立推薦

入試、頑張ってください！ 


